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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 20日 (2005.7.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 原 紙 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 し た シ ー ト を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て
合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 し 、 該 発 泡 面 の

発 泡 セ ル の 発 泡 高 さ を 高 め た こ と を 特 徴
と す る 発 泡 断 熱 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 泡 面 が 、 シ ー ト の 一 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 泡
断 熱 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 真 空 吸 引 を 行 う 際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形 成 さ れ た シ
ー ト を 金 型 内 の 所 定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 拘 束 手 段 を 設 け て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 泡 断 熱 シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 発 泡 断 熱 シ ー ト を 、 少 な く と も 容 器 の 胴 部 に 用 い て な る
こ と を 特 徴 と す る 発 泡 断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 発 泡 面 を 少 な く と も 胴 部 に 有 す る 発 泡 断 熱 容 器 で あ っ て 、
　 原 紙 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 す る と 共 に 、 他 方 の 面 も ラ ミ ネ ー
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る よ う に 大 き さ が 設 定 さ れ た 金 型 で 真 空 吸 引 し て



ト し た 上 記 胴 部 な い し 容 器 を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て 前 記 合 成 樹 脂 フ ィ
ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 し 、 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡 高 さ を 高 め た こ と を 特 徴 と す る 発 泡
断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 発 泡 面 が 、 胴 部 の 一 部 ま た は 容 器 の 一 部 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ に 記 載 の 発 泡 断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 真 空 吸 引 を 行 う 際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形 成 さ れ た シ
ー ト を 金 型 内 の 所 定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 拘 束 手 段 を 設 け て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 発 泡 断 熱 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 原 紙 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 し た シ ー ト を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て
合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 連 続 す る 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡
高 さ を 高 め る 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と し た 発 泡 断 熱 シ ー ト の 製 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 真 空 吸 引 を 行 う 際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形 成 さ れ た シ
ー ト を 金 型 内 の 所 定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 工 程 を 設 け て な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 泡 断 熱 シ ー ト の 製 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 発 泡 面 を 少 な く と も 胴 部 に 有 す る 発 泡 断 熱 容 器 の 製 法 で あ っ て 、
　 原 紙 の 両 面 が ラ ミ ネ ー ト さ れ て お り 、 加 熱 に よ り 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て 合 成
樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡
高 さ を 高 め る 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 発 泡 断 熱 容 器 の 製 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 真 空 吸 引 を 行 う 際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形 成 さ れ た シ
ー ト を 金 型 内 の 所 定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 工 程 を 設 け て な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 泡 断 熱 容 器 の 製 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 泡 断 熱 シ ー ト の 発 明 で は 、
　 原 紙 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 し た シ ー ト を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て
合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 し 、 該 発 泡 面 の

発 泡 セ ル の 発 泡 倍 率 を 高 め て な る 、 と い
う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 発 泡 面 が 、 シ ー ト の 一 部 に 形 成 さ れ て い る 、 と い う 技 術 的 手
段 を 講 じ て い る 。
　 請 求 項 ４ の 発 泡 断 熱 容 器 の 発 明 で は 、
　 前 記 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 発 泡 断 熱 シ ー ト を 、 少 な く と も 容 器 の 胴 部 に 用 い て
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な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 泡 断 熱 容 器 の 発 明 で は 、
　 発 泡 面 を 少 な く と も 胴 部 に 有 す る 発 泡 断 熱 容 器 で あ っ て 、
　 原 紙 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 す る と 共 に 、 他 方 の 面 も ラ ミ ネ ー
ト し た 上 記 胴 部 な い し 容 器 を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て 前 記 合 成 樹 脂 フ ィ
ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 し 、 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡 高 さ を 高 め て な る 、 と い う 技 術 的 手
段 を 講 じ て い る 。
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 前 記 発 泡 面 が 、 胴 部 の 一 部 ま た は 容 器 の 一 部 に 形 成 さ れ て
い る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ お よ び 請 求 項 ７ の 発 明 で は 、 前 記 請 求 項 １ ま た は ２ お よ び 請 求 項 ５ ま た
は ６ の 発 明 で 真 空 吸 引 を 行 う 際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形
成 さ れ た シ ー ト を 金 型 内 の 所 定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 拘 束 手 段
を 設 け て な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 次 に 、 請 求 項 ８ の 発 泡 断 熱 シ ー ト の 製 法 の 発 明 で は 、
　 原 紙 に 合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 積 層 し た シ ー ト を 加 熱 し 、 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て
合 成 樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 連 続 す る 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡
高 さ を 高 め る 工 程 と か ら な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 泡 面 を 少 な く と も 胴 部 に 有 す る 発 泡 断 熱 容 器 の 製 法 の 発 明 で は 、
　 原 紙 の 両 面 が ラ ミ ネ ー ト さ れ て お り 、 加 熱 に よ り 主 に 原 紙 に 含 有 す る 水 分 を 用 い て 合 成
樹 脂 フ ィ ル ム を 発 泡 さ せ て 発 泡 セ ル 群 か ら な る 発 泡 面 を 形 成 す る 工 程 と 、 該 発 泡 面 の

、 発 泡 セ ル の 発 泡 高 さ を 高 め る 工 程
と か ら な る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
　 請 求 項 ９ お よ び １ １ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 請 求 項 ８ お よ び １ ０ の 発 明 で 真 空 吸 引 を 行 う
際 に 、 発 泡 面 に 均 等 な 吸 引 力 が 作 用 す る よ う に 、 発 泡 面 が 形 成 さ れ た シ ー ト を 金 型 内 の 所
定 位 置 で 動 い た り 変 形 し た り し な い よ う に 拘 束 す る 工 程 を 設 け る 、 と い う 技 術 的 手 段 を 講
じ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 製 法 に よ れ ば 、 加 熱 時 間 と 、 負 圧 の 調 整 に よ る 発 泡 高 さ の デ ー タ を 実 験 的
に 得 る こ と に よ り 、 発 泡 面 を 所 望 の 発 泡 高 さ に 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 発 泡 面 を 形 成 す る 合 成 樹 脂 製 フ ィ ル ム に 印 刷 イ ン キ を 予 め 塗 布 し て お く こ と で 、
発 泡 面 を 均 一 高 さ と せ ず に 高 さ 調 整 を 行 う こ と も で き る 。
　 ま た 、 原 紙 の 水 分 を 用 い た 発 泡 に 比 べ て 、 加 熱 時 間 の 短 縮 が と 共 に 、 加 熱 温 度 を
下 げ る こ と が で き 、 省 力 化 や コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る 。
　 そ し て 、 発 泡 倍 率 を 高 く す る こ と が で き る の で 、 断 熱 性 の 向 上 が 図 れ る 。
　 ま た 、 真 空 吸 引 を 行 う の で 、 イ ン キ や 溶 剤 な ど の 成 型 時 に 生 じ る 各 種 臭 い を 同 時 に 吸 引
し 脱 臭 す る こ と が で き る 。
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